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日本山岳文化学会2018年度大会 招請講演
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日時　2018年11月17日（土） 13：00～14：00
会場　東京慈恵会医科大学 高木2号館南講堂
　　　（会場への地図などは裏面をごらんください）
※入場無料、予約不要。直接来場して受付にお申し出ください

当日、樋口明雄さんの
サイン本販売を行います

山梨県北杜市在住。小説執筆の傍ら、
八ヶ岳、南アルプスのエリアにて野生
鳥獣保全管理活動にも参加。有害鳥
獣対策犬のハンドラーとしての資格を持
ち、愛犬とともに地域活動に従事。趣
味はトレッキング、渓流釣り、焚火。山
梨県自然監視員。
『約束の地』（光文社）第 27回日本冒
険小説協会大賞および第 12回大藪春
彦賞。文庫版『ミッドナイト・ラン！』第
2回エキナカ書店大賞。南アルプス山
系を舞台に、山岳救助犬とそのハンド
ラーである若い女性警察官の活躍を描
いた『天空の犬』『ハルカの空』（徳
間書店）、『ブロッケンの悪魔』（角川
春樹事務所）など、南アルプス山岳
救助隊 K–9シリーズが代表作。最新作
は生まれ故郷の山口県岩国を舞台にし
た 2作、『風に吹かれて』（ハルキ文庫）、
『ダークリバー』（祥伝社文庫）。

プロフィール

雪崩救助犬と
ハンドラー


